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　10月
がつ

9日
にち

、災
さい

害
がい

ボランティアセンター立
た

ち上
あ

げ訓
くん

練
れん

（山
やま

口
ぐち

県
けん

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

主
しゅ

催
さい

）が平
ひら

生
お

町
ちょう

武
ぶ

道
どう

館
かん

に

おいて開
かい

催
さい

され、平
ひら

生
お

町
ちょう

の住
じゅう

民
みん

や県
けん

内
ない

の社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

職
しょく

員
いん

等
など

60名
めい

が参
さん

加
か

されました。はじめに「なぜ

災
さい

害
がい

ボランティアが求
もと

められるの？」と題
だい

し、呉
くれ

市
し

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

の近
こん

藤
どう

吉
よし

輝
てる

氏
し

より基
き

調
ちょう

講
こう

演
えん

が行
おこな

われ、

被
ひ

災
さい

時
じ

には老
ろう

若
にゃく

男
なん

女
にょ

問
と

わず地
ち

域
いき

の様
さま

々
ざま

な人
ひと

たちの参
さん

加
か

が不
ふ

可
か

欠
けつ

になること等
など

についてお話
はな

しいただきました。

災
さい

害
がい

ボランティア役
やく

と運
うん

営
えい

スタッフ役
やく

とに分
わ

かれてセンターの運
うん

営
えい

体
たい

験
けん

も行
おこな

われ、災
さい

害
がい

や被
ひ

災
さい

者
しゃ

支
し

援
えん

に

ついて理
り

解
かい

を深
ふか

める機
き

会
かい

となりました。

平
へい

時
じ

から考
かんが

えたい“もしも”のときの備
そな

え

災
さい

害
がい

ボランティアセンター立
た

ち上
あ

げ訓
くん

練
れん

開
かい

催
さい



私
わたし

たちのまち“ひらお”を私
わたし

たちの手
て

で住
す

みよいまちへ!

−福
ふ く

祉
し

の輪
わ

づくり運
う ん

動
ど う

情
じょう

報
ほ う

−
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　10月
がつ

29日
にち

、柳
やな

井
い

市
し

のサンビームやないにて第
だい

75回
かい

山
やま

口
ぐち

県
けん

総
そう

合
ごう

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

大
たい

会
かい

が開
かい

催
さい

され、平
ひら

生
お

町
ちょう

からは

下
か

記
き

の皆
みな

さんが受
じゅ

賞
しょう

されました。（順
じゅん

不
ふ

同
どう

・敬
けい

称
しょう

略
りゃく

）

受
じゅ

賞
しょう

おめでとうございます

梅本　茂美　　角本　正一　　河野　孝之

正歩　康雄　　木谷　　巖

▼山口県共同募金会 会長表彰
　受賞者の皆さん

▲受賞者を代表して
　木谷巖様が登壇されました

須山　孝秀　　瀬尾　純夫

村中　幸枝　　新明　史子

山
やま

口
ぐち

県
けん

共
きょう

同
どう

募
ぼ

金
きん

会
かい

　会
かい

長
ちょう

表
ひょう

彰
しょう

山
やま

口
ぐち

県
けん

民
みん

生
せい

委
い

員
いん

児
じ

童
どう

委
い

員
いん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

　会
かい

長
ちょう

表
ひょう

彰
しょう

平
ひら

生
お

地
ち

区
く

曽
そ

根
ね

地
ち

区
く

～子
こ

どもを支
ささ

える地
ち

域
いき

づくりを考
かんが

える～～ふれあい推
すい

進
しん

員
いん

研
けん

修
しゅう

会
かい

～

　10月
がつ

14日
にち

、同
どう

地
ち

区
く

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

の皆
みな

さんが、

山
やま

口
ぐち

市
し

で子
こ

どもの貧
ひん

困
こん

問
もん

題
だい

に取
と

り組
く

んでおられる

「こども明
あ

日
す

花
はな

プロジェクト」を訪
ほう

問
もん

されました。

中
ちゅう

学
がく

生
せい

を対
たい

象
しょう

とした無
む

料
りょう

学
がく

習
しゅう

会
かい

や子
こ

どもの居
い

場
ば

所
しょ

づくり、子
こ

ども食
しょく

堂
どう

の運
うん

営
えい

などを実
じっ

施
し

されており、

当
とう

日
じつ

は拠
きょ

点
てん

の1つである“なのはなハウス”にて説
せつ

明
めい

を受
う

けられました。参
さん

加
か

された皆
みな

さんからは、

「公
こう

民
みん

館
かん

のような場
ば

所
しょ

ではなく、普
ふ

通
つう

の民
みん

家
か

で実
じっ

施
し

されていることに驚
おどろ

いた」「家
いえ

に帰
かえ

ってきたような

雰
ふん

囲
い

気
き

で子
こ

どもたちも過
す

ごしやすそうだと感
かん

じた」

「孤
こ

食
しょく

が増
ふ

えていると聞
き

くので、みんなで一
いっ

緒
しょ

に食
しょく

事
じ

ができる取
と

り組
く

み

はとても良
よ

いと思
おも

っ

た」等
など

の感
かん

想
そう

が聞
き

か

れ、充
じゅう

実
じつ

した研
けん

修
しゅう

と

なられたようでした。

　10月
がつ

8日
にち

、曽
そ

根
ね

地
ち

区
く

福
ふく

祉
し

の輪
わ

づくり運
うん

動
どう

推
すい

進
しん

委
い

員
いん

会
かい

の皆
みな

さんが、赤
あか

い羽
は

根
ね

共
きょう

同
どう

募
ぼ

金
きん

『「ひきこもりの人
ひと

」

を支
ささ

える赤
あか

い羽
は

根
ね

プロジェクト』の助
じょ

成
せい

を受
う

けて研
けん

修
しゅう

会
かい

を開
かい

催
さい

されました。今
こん

年
ねん

度
ど

は、スクールソーシャ

ルワーカーの岩
いわ

金
かね

俊
とし

充
みつ

氏
し

（いわかね社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

士
し

事
じ

務
む

所
しょ

 

代
だい

表
ひょう

）より、ひきこもりの原
げん

因
いん

や特
とく

徴
ちょう

、コミュニケー

ションや支
し

援
えん

のポイントについて解
かい

説
せつ

が行
おこな

われました。

身
み

近
ぢか

な課
か

題
だい

である一
いっ

方
ぽう

で、当
とう

事
じ

者
しゃ

の早
そう

期
き

発
はっ

見
けん

につなが

りにくいという現
げん

状
じょう

を知
し

り、地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

が支
し

援
えん

者
しゃ

の一
ひ と り

人

として何
なに

ができるのかを考
かんが

える、有
ゆう

意
い

義
ぎ

な研
けん

修
しゅう

会
かい

とな

られた様
よう

子
す

でした。参
さん

加
か

者
しゃ

からは、「時
じ

間
かん

をかけて向
む

き合
あ

わないといけない

と思
おも

った」「まずは私
わたし

自
じ

身
しん

が元
げん

気
き

でユーモアを

持
も

っていきたい」等
など

の

感
かん

想
そう

が寄
よ

せられました。
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平
ひら

生
お

町
ちょう

ボランティアグループ連
れん

絡
らく

協
きょう

議
ぎ

会
かい

～由
ゆ

宇
う

町
まち

ボランティア連
れん

絡
らく

協
きょう

議
ぎ

会
かい

との交
こう

流
りゅう

会
かい

～

～元
げん

気
き

を届
とど

けるボランティア～ 学
がく

習
しゅう

のお手
て

伝
つだ

い

活動紹介・質疑応答の様子 最後に参加者の皆さんで
集合写真を撮りました

　11月
がつ

14日
にち

、由
ゆ

宇
う

町
まち

ボランティア連
れん

絡
らく

協
きょう

議
ぎ

会
かい

（河
かわ

本
もと

千
ち

代
よ

子
こ

会
かい

長
ちょう

）の皆
みな

さん（20名
めい

）が平
ひら

生
お

町
ちょう

ボランティ

アグループ連
れん

絡
らく

協
きょう

議
ぎ

会
かい

（山
やま

田
だ

博
ひろ

子
こ

会
かい

長
ちょう

）への視
し

察
さつ

研
けん

修
しゅう

に来
らい

訪
ほう

されました。はじめに平
ひら

生
お

町
ちょう

の皆
みな

さんからひ

らお♡ふれあい広
ひろ

場
ば

やあいあむフェスタ、各
かく

所
しょ

属
ぞく

グループの活
かつ

動
どう

、学
がく

生
せい

ボランティアとの交
こう

流
りゅう

等
など

について

紹
しょう

介
かい

されました。その後
ご

、お互
たが

いが関
かん

心
しん

を持
も

たれた取
と

り組
く

みについて積
せっ

極
きょく

的
てき

に質
しつ

問
もん

され、活
かつ

動
どう

する中
なか

での

課
か

題
だい

やボランティア活
かつ

動
どう

を周
しゅう

知
ち

・継
けい

続
ぞく

していくための工
く

夫
ふう

等
など

について情
じょう

報
ほう

意
い

見
けん

交
こう

換
かん

が行
おこな

われました。会
かい

員
いん

の高
こう

齢
れい

化
か

や担
にな

い手
て

不
ぶ

足
そく

等
など

の共
きょう

通
つう

の悩
なや

みを抱
かか

えておられる一
いっ

方
ぽう

で、“これからも頑
がん

張
ば

っていきたい”という前
まえ

向
む

きな思
おも

いも聞
き

かれ、今
こん

後
ご

のモチベーションにつながる有
ゆう

意
い

義
ぎ

な時
じ

間
かん

を過
す

ごされたご様
よう

子
す

でした。会
かい

場
じょう

は

終
しゅう

始
し

賑
にぎ

やかな雰
ふん

囲
い

気
き

に包
つつ

まれ、楽
たの

しく交
こう

流
りゅう

・親
しん

睦
ぼく

を深
ふか

められました。

～気
き

持
も

ちを理
り

解
かい

し、思
おも

いやりを育
はぐく

む～　平
ひら

生
お

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の皆
みな

さんが、大
おお

野
の

地
ち

区
く

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

の皆
みな

さんが実
じっ

施
し

するふれあい給
きゅう

食
しょく

（月
つき

１回
かい

手
て

作
づく

りの

お弁
べん

当
とう

を高
こう

齢
れい

者
しゃ

へお届
とど

け）への協
きょう

力
りょく

として、お弁
べん

当
とう

につける掛
か

け紙
がみ

の作
さく

成
せい

に取
と

り組
く

まれています。子
こ

ど

もたちからのイラストやメッセージはお弁
べん

当
とう

を受
う

け

取
と

られる多
おお

くの方
かた

に大
たい

変
へん

喜
よろこ

ばれています。生
せい

徒
と

会
かい

の

皆
みな

さんを中
ちゅう

心
しん

にお昼
ひる

休
やす

みの時
じ

間
かん

に活
かつ

動
どう

されており、

取
しゅ

材
ざい

させていただいた日
ひ

は、校
こう

内
ない

放
ほう

送
そう

でボランティ

ア活
かつ

動
どう

があることを呼
よ

びかけられ、約
やく

20名
めい

の生
せい

徒
と

の

皆
みな

さんが集
あつ

まっておられました。和
わ

気
き

あいあいとし

た雰
ふん

囲
い

気
き

で、「誘
さそ

われて参
さん

加
か

したけど、やってみると

楽
たの

しい」といった感
かん

想
そう

があり、みんなで楽
たの

しく作
さ

業
ぎょう

したことが誰
だれ

かの

喜
よろこ

びにつながって

いることに、やり

がいを感
かん

じておら

れました。

　11月
がつ

10日
にち

と17日
にち

、熊
くま

毛
げ

南
みなみ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

1・2年
ねん

生
せい

を対
たい

象
しょう

にしたボランティア講
こう

座
ざ

のお手
て

伝
つだ

いに伺
うかが

いました。

車
くるま

いす体
たい

験
けん

では、校
こう

内
ない

の段
だん

差
さ

や渡
わた

り廊
ろう

下
か

（坂
さか

道
みち

）を

使
つか

って押
お

す側
がわ

と乗
の

る側
がわ

の体
たい

験
けん

を行
おこな

い、車
くるま

いすで生
せい

活
かつ

されている方
かた

の気
き

持
も

ちや操
そう

作
さ

する際
さい

の注
ちゅう

意
い

点
てん

を学
まな

ば

れました。高
こう

齢
れい

者
しゃ

疑
ぎ

似
じ

体
たい

験
けん

では、体
からだ

に重
おも

りや眼
め

鏡
がね

等
など

を装
そう

着
ちゃく

して歩
ほ

行
こう

や座
ざ

位
い

からの立
た

ち上
あ

がり、電
でん

話
わ

帳
ちょう

調
しら

べを行
おこな

い、年
ねん

齢
れい

によるさまざまな身
か ら だ

体の変
へん

化
か

を学
まな

ば

れました。生
せい

徒
と

の皆
みな

さんからは、「実
じっ

際
さい

に乗
の

ってみる

と小
ちい

さな段
だん

差
さ

や凸
でこ

凹
ぼこ

でも怖
こわ

く感
かん

じた」「腰
こし

が曲
ま

がった

状
じょう

態
たい

での歩
ほ

行
こう

は杖
つえ

がな

いと大
たい

変
へん

だった」「学
まな

ん

だことを思
おも

い出
だ

しながら

おとしよりの方
かた

と関
かか

わっ

ていきたい」等
など

の感
かん

想
そう

が聞
き

かれました。



ボランティア活
かつ

動
ど う

してみませんか？
＜お申

もうし

込
こ

み先
さき

＞　あいあむ（平
ひら

生
お

町
ちょう

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

）

　　　　　　　　TEL　0820-56-8000　　Mail　chiiki@hirao-shakyo.or.jp

　　　　　　　　お名
な

前
まえ

、電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

、参
さん

加
か

したい活
かつ

動
どう

の番
ばん

号
ごう

をお知
し

らせください。

番号 日時 活動名 場所 グループ名

6 1月13日（火）
8：30 ～ 12：00

曽根地区給食サービス
調理ボランティア

曽根地域交流センター
実習室 たんぽぽ

7 1月16日（金）
10：00 ～ 12：30 朗読ボランティア 平生図書館2階 つゆくさ

8 1月22日（木）
10：00 ～ 12：00 点訳 平生まち・むら地域

交流センター てんとうむし

9 2月13日（金）
9：30 ～ 12：00

食を通した健康づくりの
ボランティア 平生町保健センター 平生町食生活改善

推進協議会

10 随時 学校支援ボランティア 町内の幼稚園や小中学校 平生町地域協育
ネット

今
こ ん

回
か い

ご紹
しょう

介
か い

させていただいた グループのご紹
しょう

介
か い

～地
ち

域
いき

とつながるはじめの一
いっ

歩
ぽ

～　ボランティア講
こう

座
ざ

平
ひら

生
お

町
ちょう

食
しょく

生
せい

活
かつ

改
かい

善
ぜん

推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

子
こ

どもから高
こう

齢
れい

者
しゃ

まで幅
はば

広
ひろ

い世
せ

代
だい

に料
りょう

理
り

教
きょう

室
しつ

や

学
がっ

校
こう

での調
ちょう

理
り

補
ほ

助
じょ

など食
しょく

育
いく

活
かつ

動
どう

に取
と

り組
く

んでい

ます

●日
にち

時
じ

：第
だい

2金
きん

曜
よう

日
び

（年
ねん

7回
かい

）

●場
ば

所
しょ

：平
ひら

生
お

町
ちょう

保
ほ

健
けん

センター

ひとこと

私
わたし

たちは、町
ちょう

内
ない

で様
さま

々
ざま

な活
かつ

動
どう

を行
おこな

っています。

ぜひ、私
わたし

たちの活
かつ

動
どう

を

見
けん

学
がく

に来
き

てください。

　10月
がつ

4日
にち

、あいあむにて標
ひょう

記
き

講
こう

座
ざ

を開
かい

催
さい

しました。

　町
ちょう

内
ない

でボランティア活
かつ

動
どう

をされている4名
めい

の方
かた

から

ボランティア活
かつ

動
どう

を始
はじ

めたきっかけや活
かつ

動
どう

を通
とお

して感
かん

じておられることなどをお話
はなし

いただきました。

　活
かつ

動
どう

されている皆
みな

さんのいきいきと話
はな

される様
よう

子
す

か

ら、誰
だれ

かのための活
かつ

動
どう

が自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

にも良
よ

い影
えい

響
きょう

を与
あた

え

ていることや、一
いっ

歩
ぽ

踏
ふ

み出
だ

してみると新
あたら

しい出
で

会
あ

いや

感
かん

動
どう

があることが伝
つた

わり、充
じゅう

実
じつ

した講
こう

座
ざ

となりました。

　講
こう

座
ざ

の詳
しょう

細
さい

は、てごてごNo.28をご覧
らん

ください。

平
ひら

生
お

町
ちょう

地
ち

域
いき

協
きょう

育
いく

ネット
町
ちょう

内
ない

の幼
よう

稚
ち

園
えん

、小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

で環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

、特
とく

別
べつ

活
かつ

動
どう

支
し

援
えん

、学
がく

習
しゅう

支
し

援
えん

、登
とう

下
げ

校
こう

見
み

守
まも

りをしています

●日
にち

時
じ

：�開
かい

園
えん

・開
かい

校
こう

日
び

のボランティア依
い

頼
らい

のあ

る時
じ

間
かん

●場
ば

所
しょ

：町
ちょう

内
ない

各
かく

園
えん

・学
がっ

校
こう

ひとこと

町
ちょう

内
ない

の園
えん

・学
がっ

校
こう

の子
こ

ども

たちのために活
かつ

動
どう

します。

平
ひら

生
お

町
ちょう

の子
こ

どもたちのた

めにできることから一
いっ

緒
しょ

にやってみませんか。

ご報
ほう

告
こく
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ボランティア活
かつ

動
ど う

してみませんか？
　12月

がつ

～ 2月
がつ

に町
ちょう

内
ない

でボランティアを見
けん

学
がく

・体
たい

験
けん

できる活
かつ

動
どう

をご紹
しょう

介
かい

します。

　初
はじ

めての方
かた

でも大
だい

歓
かん

迎
げい

です。この機
き

会
かい

に、ボランティア活
かつ

動
どう

がどのようなものか、見
み

て体
たい

験
けん

して

みませんか？

番号 日時 活動名 場所 グループ名

1 12月9日（火）
8：30 ～ 12：00

曽根地区給食サービス
調理ボランティア

曽根地域交流センター
実習室 たんぽぽ

2 12月10日（水）
9：00 ～ 12：00 子育て支援ボランティア 平生中央児童館 きらきら

3 12月11日（木）
10：00 ～ 12：00 点訳 平生まち・むら地域

交流センター てんとうむし

4 12月12日（金）
9：30 ～ 12：00

食を通した健康づくりの
ボランティア 平生町保健センター 平生町食生活改善

推進協議会

5 12月19日（金）
10：00 ～ 12：30 朗読ボランティア 平生図書館2階 つゆくさ

今
こ ん

回
か い

ご紹
しょう

介
か い

させていただいた グループのご紹
しょう

介
か い

きらきら
月
つき

１回
かい

、平
ひら

生
お

中
ちゅう

央
おう

児
じ

童
どう

館
かん

でお子
こ

様
さま

や地
ち

域
いき

の方
かた

向
む

けのイベントを行
おこな

っています

●日
にち

時
じ

：毎
まい

月
つき

１回
かい

水
すい

曜
よう

日
び

 9：00～ 12：00

　　　 （1月
がつ

～ 3月
がつ

休
やす

み　4月
がつ

～日
にち

曜
よう

日
び

開
かい

催
さい

）

●場
ば

所
しょ

：平
ひら

生
お

中
ちゅう

央
おう

児
じ

童
どう

館
かん

ひとこと

30～60代
だい

の地
ち

域
いき

の方
かた

が活
かつ

動
どう

しています。

来
らい

年
ねん

度
ど

（4月
がつ

）からは学
がく

生
せい

ボラン

ティアも活
かつ

動
どう

します。

はじめての方
かた

でも大
だい

歓
かん

迎
げい

です。私
わたし

た

ちと一
いっ

緒
しょ

に活
かつ

動
どう

してみませんか？

つゆくさ
町
ちょう

報
ほう

やごみ収
しゅう

集
しゅう

日
び

の内
ない

容
よう

をカセットテープに吹
ふ

き込
こ

み、目
め

の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な方
かた

等
など

へお届
とど

けする活
かつ

動
どう

を

しています

●日
にち

時
じ

：毎
まい

月
つき

第
だい

3金
きん

曜
よう

日
び

 10：00～ 12：30

●場
ば

所
しょ

：平
ひら

生
お

図
と

書
しょ

館
かん

2階
かい

ひとこと

地
ち

域
いき

の皆
みな

さんのお役
やく

に

少
すこ

しでも立
た

てれば嬉
うれ

し

いです。

会
かい

員
いん

同
どう

士
し

のつながりも

楽
たの

しいです。

たんぽぽ
月
つき

１回
かい

、高
こう

齢
れい

者
しゃ

の方
かた

を対
たい

象
しょう

に配
はい

食
しょく

するお弁
べん

当
とう

の

調
ちょう

理
り

を行
おこな

っています

●日
にち

時
じ

：毎
まい

月
つき

第
だい

2火
か

曜
よう

日
び

（8月
がつ

は休
やす

み）

●場
ば

所
しょ

：曽
そ

根
ね

地
ち

域
いき

交
こう

流
りゅう

センター実
じっ

習
しゅう

室
しつ

ひとこと

毎
まい

月
つき

第
だい

1月
げつ

曜
よう

日
び

に献
こん

立
だて

作
さく

成
せい

、第
だい

2月
げつ

曜
よう

日
び

に買
か

い

物
もの

・器
き

具
ぐ

の消
しょう

毒
どく

・材
ざい

料
りょう

の

下
した

ごしらえ、第
だい

2火
か

曜
よう

日
び

の8：30から12：00く

らいまでお弁
べん

当
とう

を作
つく

って

います。

てんとうむし
「広

こう

報
ほう

ひらお」を点
てん

訳
やく

し、目
め

の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な方
かた

へ毎
まい

月
つき

お届
とど

けしています

●日
にち

時
じ

：毎
まい

月
つき

第
だい

2・4木
もく

曜
よう

日
び

 10：00～12：00

●場
ば

所
しょ

：平
ひら

生
お

まち・むら地
ち

域
いき

交
こう

流
りゅう

センター

ひとこと

現
げん

在
ざい

、会
かい

員
いん

はベテラン・初
しょ

心
しん

者
しゃ

あわせて17名
めい

で

す。ぜひ一
いち

度
ど

見
み

に来
き

て

ください。

和
なご

やかでとけ込
こ

みやす

い雰
ふん

囲
い

気
き

は、グループ

の自
じ

慢
まん

です。
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◆
ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
◆

�

（
10
／
1
〜
11
／
27
迄
）（
順
不
同
） 

募
ぼ

金
きん

ありがとうございました

　平
ひら

生
お

町
ちょう

出
しゅっ

身
しん

で関
かん

東
とう

を中
ちゅう

心
しん

に音
おん

楽
がく

活
かつ

動
どう

を行
おこな

っておら

れる樹
じゅ

里
り

杏
あん

様
さま

より、10月
がつ

11日
にち

に平
ひら

生
お

町
ちょう

尾
お

国
くに

で開
かい

催
さい

さ

れた「樹
じゅ

里
り

杏
あん

ミニワンマンライブ～宵
よい

の波
なみ

音
おと

～」の売
うり

上
あ

げの一
いち

部
ぶ

を赤
あか

い羽
は

根
ね

共
きょう

同
どう

募
ぼ

金
きん

へご寄
き

付
ふ

いた

だきました。また、ライブ

会
かい

場
じょう

では募
ぼ

金
きん

箱
ばこ

の設
せっ

置
ち

にもご協
きょう

力
りょく

いただきま

した。

年
とし

越
こ

しそば配
はい

食
しょく

ボランティア

募
ぼ

集
しゅう

中
ちゅう

！
　「年

ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

をおとしよりのみで過
す

ごされるご家
か

庭
てい

へ年
とし

越
こ

しそばをお届
とど

けしたい」という思
おも

いで

始
はじ

まった年
とし

越
こ

しそば配
はい

食
しょく

事
じ

業
ぎょう

は、民
みん

生
せい

委
い

員
いん

児
じ

童
どう

委
い

員
いん

さんやボランティアの皆
みな

さんのご協
きょう

力
りょく

により、

今
こ と し

年で31回
かい

目
め

を迎
むか

えます。現
げん

在
ざい

、年
とし

越
こ

しそばを

お届
とど

けする“配
はい

食
しょく

ボランティア”を募
ぼ

集
しゅう

していま

す。年
ねん

齢
れい

は問
と

いません。皆
みな

さんのご応
おう

募
ぼ

をお待
ま

ちしています。

　車
くるま

いすなどの福
ふく

祉
し

用
よう

具
ぐ

の短
たん

期
き

貸
か

し出
だ

しを行
おこな

っ

ています。通
つう

院
いん

や外
がい

出
しゅつ

の際
さい

にご活
かつ

用
よう

ください。

【貸
かし

出
だし

対
たい

象
しょう

】

　平
ひら

生
お

町
ちょう

にお住
す

まいの方
かた

で車
くるま

いすやポータブル

トイレを必
ひつ

要
よう

とされる方
かた

（町
ちょう

外
がい

の方
かた

もご相
そう

談
だん

くだ

さい）

【使
し

用
よう

料
りょう

】 無
む

料
りょう

【利
り

用
よう

期
き

間
かん

】 数
すう

日
じつ

～１週
しゅう

間
かん

程
てい

度
ど

　　　　　＊原
げん

則
そく

短
たん

期
き

間
かん

の貸
かし

出
だし

となります

【利
り

用
よう

方
ほう

法
ほう

】

　あいあむ窓
まど

口
ぐち

にて簡
かん

単
たん

な手
て

続
つづ

きを行
おこな

います

【お問
とい

合
あわ

せ】

　あいあむ（平
ひら

生
お

町
ちょう

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

）

　平
ひら

生
お

町
ちょう

平
ひら

生
お

村
むら

618-2

　電
でん

話
わ

　５６－８０００

【とき】12月
がつ

31日
にち

（水
すい

）

　　　 午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

（１～２時
じ

間
かん

程
てい

度
ど

）

【申
もうし

込
こ

み締
しめ

切
きり

】12月
がつ

19日
にち

（金
きん

）

【お申
もうし

込
こ

み・お問
とい

合
あわ

せ】

　あいあむ（平
ひら

生
お

町
ちょう

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

）

　電
でん

話
わ

　５６－８０００

　お電
でん

話
わ

またはQRコードより

　お申
もうし

込
こ

みください。

＊�定
てい

員
いん

になり次
し

第
だい

、募
ぼ

集
しゅう

を締
し

め切
き

らせていただ

きますのでご了
りょう

承
しょう

ください。

＊詳
しょう

細
さい

はボランティアの方
かた

に直
ちょく

接
せつ

ご連
れん

絡
らく

します。

香
典
返
し

上
　
組	

川
岡
　
順
子
様
　
御
母
堂
　
植
野
春
子
様

社
会
福
祉
資
金

蔭
　
平	

松
岡
　
啓
子
様

平
生
町
菊
の
会
様

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
　
サ
ザ
ン
ひ
ら
お
様

寄
贈

米
　
　
敎
相
寺
様

米
　
　
匿
名

福
ふく

祉
し

用
よう

具
ぐ

の貸
かし

出
だし

を
行
おこな

っています
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平生町社会福祉協議会職員は、人としてひとを大切にするプロフェッショナルを目指します。
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